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多摩区まちづくり協議会へのご意見、ご質問、プロジェクト
への参加申し込みはこちらへお願いします。

今年１月、日本列島は寒波にみまわれ、多摩区内も大雪
で足元の悪い日が続きましたが、今期最終号の頃は、暖
かい春が訪れ種々の花が咲き、心が豊かになりそうです。
どうぞ、まちづくり冊子情報で生涯学習の道しるべの１
ページとしてお役に立てていただければ幸いです。（小澤）
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■まち協のホームページ　http://tamaku-machikyo.com/

たま今昔 区制が敷かれてから 40年以上を
経た多摩区の昔の姿を探ります

府中街道稲生跨線橋その 20 

ほぼ同じ場所で
平成30年1月

今

昭和40年頃 ※稲田郷土史会提供昔

　府中街道が向ヶ丘遊園駅のすぐ横で小田急線の上を

越える陸橋です。完成したのは 1969（昭和 44）年 3 月

ですが、昔の写真は昭和40年頃のもので当時は踏切で

した。箱根湯本・片瀬江の島行急行が新宿を出ると下

北沢に停まるだけで、その次が向ヶ丘遊園、駅前は遊

園地に行く人々で賑わっていた頃です。そしてこの頃

からモータリゼーションの波が起き、このような踏切待ち

の渋滞が日常化してきました。これを解消するための立

体化工事がまさに始まったところです。通過しているのは

1957（昭和32 ）年から1992（平成4）年まで走っていた初

代のロマンスカーＳＥ車です。車列の向こうに見える生

田緑地の丘も、今はマンションなどが建ち見ることがで

きません。　　　　　　　　　　　　　　　　  ［文：児井］ バラの育成管理に
は、現在約１５０人
のボランティアが参
加。専門家の指導
のもと、大勢の仲間
とともに交流を通じ

て、バラに囲まれる喜びを楽しんでいます。
新たに参加希望の方は、

　◆川崎市建設緑政局みどりの企画管理課
 　  電話 044-200-2394  まで

+
活動

［記事・写真：

  ばら苑 大川弘苑長］

　１９５８年、小田急向ヶ丘遊園地内に開苑した「ばら苑」 は、２００２年
からは川崎市が継承して、今年６０周年を迎えます。世界各国のバラに
加え、日本のバラもたくさん植えられています。今年も、春は５月の連休
後に一般公開して、皆さんにバラを楽しんでいただけます。

　「生田緑地ばら苑」 の特徴は、

　 １）バラの殿堂入りをしたモダンローズ（１６種）オールドローズ（１１種）が、
　 　 全て植えられています。

　 ２）ロイヤルコーナーには、クイーン・エリザベス、プリンセス・ミチコ、プ
　　　リンセス・ドゥ・モナコなどの皇室、王室関係のバラが集められています。

　 ３）バラの香りを、お楽しみいただけるように、８種類の香りのシールで、
　　  分類表記しています。

　４）ガイドツアー（予約なし /無料/ 約６０分）では、殿堂入りのバラや香
　　 りのバラ、イングリッシュローズコーナーについても、ご案内しています。

　現在は、川崎市公園緑地協会が、ボランティアの協力を得て運営して、
春と秋の年２回、一般公開を行っています。お身体のご不自由な方は、
専用駐車場、苑内巡回バスをご利用いただけます。
詳細は：http://www.ikuta-rose.jp/

多摩の

　風景 イングリッド・バーグマン プリンセス・マーガレット 箱根山椒バラ 天津乙女 ばら苑コンサート

ばら苑ガイドツアー

雪中剪定

バレリーナ

パーゴラ

ばら苑の全景

「生田緑地ばら苑」は６０周年を迎えます

多摩区まちづくり協議会は、区民の自主的なまちづくり活動組織です。
区民が取り組む地域活動を、年４回発行でお知らせしています。

私たちのまちづくり

ツルバラの剪定誘引の様子

　第３回目は、昭和４９年４月に開校した宿河原小学校
（平成２９年度児童数７７４名）を訪問しました。
　岩田昭彦校長先生に学校の基本構想を伺いますと、
人間性豊かなバランスの取れた子を育成し、また、
今年度の重点目標として、子どもたちの心の面を大切
にし、穏やかな伸び伸びとしたゆとりある、寄り添う
教育を担任の先生が中心となって充実させていくとの
ことでした。
　学校行事として、地域の多くの方々（ＰＴＡ、ＯＢ、
民生委員など）の協力のもと、教育の一環として平成
元年から30年間続いてき
た「どんど焼き」が、諸
事情により今年で最後の
開催となりました。今後
はこれまでの記録を映像
化し語り継ぐとともに、教
材としても活用されるそう
です。
他にも、管楽器クラブ（４
年生以上３９名で構成）は、

多 摩 区 内 小 学 校 第3回 宿河原小学校
の

代々練習熱心で毎年「子どもの音楽の祭典」や「桜ま
つり」など各方面のイベントに参加しています。また、
サミットと題して、計画委員が中心となり、自主的に議
題を出して、独自の歌を作ったり、挨拶運動を行ったり、
今年度は２０２０年東京オリンピックのキャラクター選考
にも参加しました。
校内の樹木などは大小にかかわらず、地域のみなさん
から寄贈されたもので、一本一本とても大切にされて
います。地域とのつながりがとても強く、自然豊かな恵
まれた学校です。
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交通

生田緑地ばら苑ボランティア

生田緑地
バラ苑
生田緑地
バラ苑

小田
急線 宿河原駅

向ケ丘遊園駅
至登戸

至生田

向ヶ丘遊園駅
から　約２0分
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春になるとサクラが見事に咲きます 伝統のどんど焼きをぐるり囲って



　平成 29 年度多摩区まちづくり協議会の活動発
表会「まちカツ！」が、２月１１日（日）に多摩区
総合庁舎 11 階で開かれました。会場には約 130
人の参加者が集まり、終始賑わいの溢れる３時
間半でした。
　また、２月８日（木）から１５日（木）までのアトリウ
ムポスター展示には２6 団体が参加しました。

広報誌「私たちのまちづくり」
年４回発行いたしました。まち協の活
動の他に多摩区の魅力や活動団体
の紹介をしています。また身近に取っ
ていただくために、郵便局や銀行の
書架に置いていただいています。

他都市視察研修　アートによる
まちづくりの事例として横浜市旭区
「黄金町エリアマネジメントセンター」
を、多世代交流の好例として横浜市金沢区「さくら
茶屋にししば」をそれぞれ訪問しました。

多摩★まち大学　今年度は地域活動団体
の活動の一助となる講座として、クラウドファン

ディングをはじめとした「市民活動
の資金調達について」「集客・広
報の仕組み」を実施しました。

多摩★まちCafe　
地域で行われている事

業・活動に着目した「寺子屋
de カフェ」「こんな助け合い活動をはじめました」、
「生田緑地をまるごと楽しもう」を実施。

　ミッション①の実現に向けた主な担い手はプロジェクトです。実践部門として『多摩
エコスタイル』『マグネット多摩』『たまむすび』の３プロジェクトが活動し、『マグネット多摩』
においては、平成２９年５月に「一般社団法人まぐたま」として、発展的自立をしました。

また、区民同士が地域の様々な課題について話し合い、解決アイデアを生み出す場である「たまサロン」を開
催したほか、今年度は「出張たまサロン」と称して地域で開催される様々なイベント会場に出向き、計７回の
アンケートを実施しました。

　ミッション② については、今年度も「まちカツ！」、「多摩★まちＣａｆｅ」（寺子屋、地域包括ケア、生田緑
地関連）、「多摩★まち大学」（資金調達、集客・広報）を開催し、多くの区民・市民活動団体の皆さま
にご参加いただき、テーマに沿った情報交換や交流、学びの場を積極的に提供してまいりました。

　第６期まちづくり協議会におきましても、引き続き、区民及び市民活動団体の皆さまと連携・協働を図りな
がら、「まちの課題抽出とその解決」及び「中間支援的機能の拡充」を目標に活動を進めてまいりますので、
今後も関係各位の皆さまのご理解、ご協力をお願い申し上げます。
　なお、３月末まで第６期公募委員を募集しておりますので、ご興味がありましたら、事務局の多摩区役所
地域振興課までご連絡ください。

　第６期まちづくり協議会におきましても、引き続き、区民及び市民活動団体の皆さまと連携・協働を図りな
がら、「まちの課題抽出とその解決」及び「中間支援的機能の拡充」を目標に活動を進めてまいりますので、
今後も関係各位の皆さまのご理解、ご協力をお願い申し上げます。
　なお、３月末まで第６期公募委員を募集しておりますので、ご興味がありましたら、事務局の多摩区役所
地域振興課までご連絡ください。

　私たちは、多摩区にエコなライフスタイルを広め、子どもたち

により良い環境を引き継ぐことを目的に活動しています。今年度

も、自分で季節の野菜を収穫して料理するエコクッキング講座、

古い傘から「マイ傘袋」を作る講座を実施しました。今まで考えてこなかった「もっ

たいない」に気づいて、日常生活もエコに変わっていくことを願っています。

　登戸東通り商店街と区役所通り登栄会商店街とで一緒に行っている「商店街エコ」

活動は、買物の時にお客様に「レジ袋不要」などのエコに参加してもらうエコポイン

トカード運用を継続しています。

　また地域の人たちの交流の場として「登戸まち

なか遊縁地」に４回参加しました。イベントで発

生するごみを減らすためにリユース食器を使うな

ど、エコを発信する場にもなっています。

　これらの活動が評価され、このたび「低炭素杯 2018」で優秀

賞をいただきました。全国の市民・企業・学校・自治体などが

地球温暖化防止活動を発表する場で活動紹介できたことは光栄なことと思います。４月から新たに、

民家園通り商店街と生田中央商店街でもエコポイントカードを導入することになりました。新たな展開

を弾みとしてこれからも「商店街エコ」活動を広げていきたいと思います。

　今年度は、これまで以上に地域の活動団体と活動団体・活動団体と

個人がつながることに焦点を置き、イベントを実施してきました。

　「みんなの地域の交流（長尾老人いこいの家）」「まちの縁日で遊ぼう！

つながろう！（中野島中央公園）」「たまこみまつり（東名堰第 2 公園）」を開催する中で、たくさんの団体やボ

ランティアの方々にご協力いただき、今までに無かったつながりがたくさんできました。また、その後も連絡を取り合い、

人材派遣などの協力や、別のイベントにも来ていただくなど、つながりを深め強化することができました。

　これまでの活動を通じて、子どもたちの遊び場活動を行っている団体は、世代の違いを超えて関わること、連

携することがしやすくなったかと思います。また、シニアや高齢者の地域活動へのきっかけ作りにもなり、子どもた

ちの遊び場が、シニアや高齢者の「きょうよう（今日の用事）」や「きょういく（今日行く所）」になって行く事を願っ

ています。この繋がりを大切に育て、今後の地域活動にも役立て行きたいと思います。

まちの縁日終わったよ！大集合！ 長尾老人いこいの家でさいころの
コマ作りを通じた交流

大人もこどもも一緒にくす玉割り
（まちの縁日で遊ぼう！つながろう！）

ゴム手袋を使って色水遊び
（まちの縁日で遊ぼう！つながろう！）

ごみの正しい分別方法を学ぶ
ごみ分別ゲームは定番の取り組み

低炭素杯2018
の優秀賞の盾

エコポイントカードの取り組みは
新たに2商店街に展開します！

登戸まちなか遊縁地／ 11 月には
メリーゴーランドがやってきました

　第５期まちづくり協議会は、委員３５名、メンバーを含め総勢約５０名で約２年間活
動してまいりました。

多 摩区 ま ち づ く り 協議 会 　活動発 表会 まち協

まち協

多摩区まちづくり協議会の第５期後半活動報告

多摩エコスタイルの第５期後半活動報告

たまむすびの第５期後半活動報告

［ミッション① まちの課題抽出とその解決］

［ミッション② 中間支援的機能の充実］
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　 今年は 26 団体を３グル－プに分けて、各団体 2 分ずつの活動紹介と９分間の交流タイムをグループごと
に行いました。藻谷氏の講演にはじまる会場の熱気そのままに、プレゼンター側も参加者の皆さんも、大い
に盛り上がりながらのプレゼンタイムが続きました。
　参加者が一番印象に残った団体に投票する「ベストプレゼンたま賞」は、「長尾台コミュニティバス利用
者協議会」に輝きました。青い長尾台コミュニティバスをあしらったお揃いのエプロンを身にまとった３名の
息の合ったプレゼンが、会場の皆さんの心をグッと掴んだようです。

稲田郷土史会

ボランティアグループ多摩区役所コンテナ花壇の会

登戸研究所保存の会

インターネット川崎ガイド

長尾台コミュニティバス利用者協議会

向ヶ丘遊園の緑を守り、市民いこいの場を求める会

かわさきの安全でおいしい水道水を守る会

ＦＭ at.（エフエムエーティー）

一般財団法人かわさき市民しきん

地域通貨たま運営委員会

NPO 法人 川崎フューチャー・ネットワーク

一般社団法人まぐたま

コスモスペース

　藻谷浩介氏は、日本総合研究所調査部主席研究員で、平成合併前３２００市町村のすべてや海外８６ヶ国を訪問し、

地域特性を多面的に把握し地域振興や人口成熟問題に関し精力的に研究・著作・講演を行っています。近著に「デ

フレの正体」「里山資本主義」「金融緩和の罠」「しなやかな日本列島のつくりかた」「和の国富論」「観光立国の正体」、

「日本の大問題」などがあります。

　講演は、豊富な事例をもとに｢イメージ｣や｢空気｣は事実と異なり、常に数字で事実を確認しないと間違えるという話

から始まりました。特に昨今の少子高齢化、人口の減少は地方の過疎地の話ではなく、むしろ首都圏の郊外都市の

方が深刻で、多摩区もその例外ではない。２０１５年多摩区の人口は２１４千人で５年前より約３００人増えているが、

実際には６５歳以上が６２００人増、逆に６４歳以下は５９００人の減となっている。この傾向は今後も続き、高齢者激増

による医療介護費用の増大などへの対処のほか、空き家の増大などまちの維持も難しくなるとのことです。

　一方これからは９５歳以上生きる人が増え、その人たちが定年退職後の膨大な時間、およそ１０万時間をどう過ごす

のかも問題となります。２０歳から７０歳近くまでの働いている時間は、１日に8 時間とすると合計１０万時間になりますが、

一方この間の余暇時間もほぼ同じ１０万時間です。この間に退職後の１０万時間を豊かで楽しい時間にするための準

備に充てることが必要です。

　では何をしたら良いか、｢里山資本主義｣的に郊外都市の活性化を考えたら

どうか。それには以下のようなことが考えられます。①都市に残る遊休農地を

生かし、趣味農業や自給農業を活性化させ、里山の雑木林で薪の自給やキ

ノコ栽培を行い、できた産品の中で質の高いものの直売や学校給食での利

用などの郊外都市に残された農地と里山を循環再生させる。②空き家の雑貨

屋･カフェ･シェアオフィスへの再生や、空き地を市民農園にするなどの空き家

･空き地･空き手（手の空いた人）を循環再生させる。③建物の改築･断熱改

修による大幅な省エネや、小水力･風力･地中熱･廃油･廃熱を余さず使い、

市外に出るお金を減らすためのエネルギーを循環再生させる。これらをすで

に実行に移している地域もあります。

　これらを行うため｢地域おこし協力隊｣を元気親爺 + 元気女性で結成する

ことを勧めます。「きょういく＝今日行くところ」と「きょうよう＝今日の用事」の

ある高齢者を増やし、高齢者に元気に歩いて暮らしてもらい､元気にお金を

使ってもらうことが理想です。それは「あなた」が自発的に行わなければなら

ない。それには誰もが９５歳以上生きるという人生設計のもと、若いころから

地域活動を楽しくやって､仕事以外の人のつながりを多く作ることが必要であ

る、ということでした。

豪快に次から次へと話題を展開する藻谷氏

次から次に跳んでくるQ＆Aに答える皆さん

大勢の皆さんの前で2分間のプレゼン 交流タイムは例年以上の盛り上がり エプロンがベストプレゼンたま賞の決め手？

生田地区すこやか活動推進委員会

チーム・たま

「福島の子どもたちとともに」川崎市民の会

多摩区でプレーパークをやっちゃおう会

傾聴ボランティアきぼう

かわさき市民後見をすすめる会

公益財団法人　かわさき市民活動センター

NPO 法人 ぐらす・かわさき

三田サポートわなり

川崎サウンドテーブルテニスクラブ

母子支援活動団体・おしゃべりサロン「あゆみ」

丘の上カフェ実行委員会（認知症カフェ）

ケア・カフェのぼりと　　　　　
　（掲示番号順）

　「まちカツ！」の会期前後にあたる、2 月８日（木）か
ら 2 月 15日（木）までの 8日間、多摩区役所 1 階アト
リウムにおいて、地域活動団体の活動発表ポスター展
示を実施しました。
　新たな団体も加わった今回の展示、多摩区内での地
域活動の多様さと、充実した活動内容に、驚かれた
方も多いのではないでしょうか。

出典団体一覧

 ◆ 少子高齢化や人口減少は首都圏の郊外都市こそ深刻な状況

 ◆ これからは仕事ではない地域でのつながりづくりが重要に
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　「多摩保育グループ（2011年４月発足）」は、多摩市
民館５階児童室でオープンルーム“こつぶっこ”を月３
回のペースで開いています。ここには、１歳未満の赤
ちゃんと産休中のお母さんが多く訪れていて「憩いの
場、おしゃべりや情報収集の場」として、赤ちゃんと一
緒にゆったりした時間を自由に過ごしています。これから
ママになる方も、どうぞ気軽にのぞいてみてください。
【場所】多摩市民館５階児童室
【時間】午後１時～３時半
　　 4/5（木）、12（木）、23（月）

　　 5/7（月）、17（木）、28（月）

【問合せ】多摩保育グループ・市川（ 044-911-3865）

　　　　　　こつぶっこ

　二ヶ領用水沿いの桜
に誘われて、緑化セン
ターでみどりとふれあう
一日を過ごしてみません
か。各種体験イベントを
はじめ地元野菜などを用いた飲食・物販も楽しめます。
【日時】平成 30 年 3月31 日（土）、4月1日（日）
　　 　10：00 ～ 15：00
　　 　※雨の場合、一部中止になるイベントあり
【詳細】http://www.iei-kouen.jp/kawasakishiryokuka/

　6月17日（日）、長
尾丘陵の一角にあ
る妙楽寺にて恒例
の「あじさいまつり」
が行われます。妙
楽寺は別名「あじ
さい寺」とも言われ、
約 1000 株のアジサ
イがこの時期になると満開になります。当日は境内に模
擬店も並び、こども太鼓の演奏なども行われます。いつ
もは日曜日運休の長尾台コミョニティバス「あじさい号」
もこの日は久地駅よりお寺の前まで臨時運行します。

6月は「あじさいまつり」

加藤記事

児井記事

　登戸の区画整理を機に新たなまちづくりを推進する
「登戸そだて隊」が、昨年 2月に発足し、10月に「登
戸駅前マルシェ」を開催しました。
　マルシェ当日のアンケート調査では、登戸は「アクセ
スが良く住みやすい」という回答が多数ある中、「大型
店舗が欲しい」「個性的な店舗が欲しい」と生活を送
る上での在り方について模索する回答も多く寄せられた
そうです。
　これらを踏まえ、昨年同様に
登戸マルシェの開催、新たにま
ちあるき企画や登戸の渡し再現
プロジェクトを開催予定です。

登戸そだて隊 加藤記事

　多摩区の暮らしに密着した地域メディアを立ち上げ、
地元の情報をもっと広く深く伝えたい。20～30代のメン
バー10名で昨年 6 月に設立されたＮＰＯ法人新川崎放
送協会、通称FM at.（エフエムエーティー）が、2019
年4月の開局に向けて活動を活発化させています。
　現在、法人メンバーが30
人を超え、収録を行うスタ
ジオは小田急読売ランド前
駅近くに決定しました。今
後、各種イベントを中心に
インタビューやリポートを
行っていく予定です。

地域メディア「FM at.」 児井記事

　平成 20（2008）年に始まった五反田川の鯉のぼりも
地元のみなさまのご尽力により今年は11回目、10 周年、
になります。小田急生田駅南口から東へ生田大橋に向
かって約 300ｍの間、４月中旬から５月５日まで、春の日
のひとときを子どもたちと一緒に、青空に泳ぐ色とりどり
の鯉を眺めませんか。
　詳しくは、
五反田自治会
【電話】 044-966-3358
（吉田会長）

五反田川の鯉のぼり150匹

　宿河原が拠点のこんにゃく座は誰でも楽しめる日本
語のオペラを創作上演する劇団です。宿河原ではワー
クショップやコンサートを開催し、地域のイベントにも参加
しています。東京での主催公演の他、全国各地で公演
を行っています。4月8日（日）には恒例の「うた会」（無料）
があります。音楽で楽しい春の一日を過ごしませんか？
　　　　　  詳細：http://www.konnyakuza.com/

オペラシアターこんにゃく座

古川記事
情報

　多摩区観光協会では、区内の遊びどころやグルメス
ポットが満載の「多摩区ガイドブック『はなもす』」と、
オススメまち歩きスポットが掲載された「多摩区ガイドマッ
プ」を今年もリニューアルしました。
　これまでよりデザインも内容もさらに充実しています。
これから暖かくなる季
節。身近な多摩区内
にある素敵な風景を見
つけに、出かけてみま
せんか。

「観光ガイドブックはなもす」
「多摩区ガイドマップ」

まちづくり
TOPICS
多摩区まちづくり協議会が内外で行っている
さまざまな活動の紹介や、身近なまちの情報
などを、トピックス仕立てでお届けします！

【まち協ホームページ】
http://tamaku-machikyo.com/

　平成 23年２月、多摩区役所東西出入り口の雑草ボ
ウボウ状態だったコンテナに花を植える講座がありまし
た。その後の水やりなどの手入れをボランテイアでして
いて、その活動の延長で花壇グループを作り、８年目
になります。年２回の花の植え替えと維持管理で、一
年中花のある明るい多摩区の玄関を意識して花壇作り
をしています。一緒に活動し
てくださる方、下記へご連絡
をお待ちしています。

連絡先：ボランティアグループ
多摩区役所コンテナ花壇の会
090-1880-1295まで

　平成20年、住民有志による長尾台コミュニティ交通導
入推進協議会として発足しました。足かけ７年間の住
民運動の末、平成27年12月、多摩区では第１号のコミュ
ニティバスを実現させ、今の名前になりました。13人の住
民代表が、利用者への案内、利
用者増のためのＰＲ、降雪時の
雪掻きなど、バス会社の仕事の一
部を肩代わりしながら、事業収支
がなかなか難しい地域での永続的
なバス運行を目指しています。

川崎市緑化センター　
春の緑化フェア＆
さくらマルシェ

 森記事 古川記事藤田記事

森記事

今年も誌面リニューアル！雪道を走る「あじさい号」

36

一緒に情報交換しましょう

昨年実施された際の様子

すっかりと地域の風物詩に

登戸駅前マルシェ

楽しいメンバーで盛り上げます

遊びに来る際はぜひあじさい号に乗って

こんにゃく座の皆さん！

直近
日程

多摩区の玄関を明るく！

長尾台コミュニティバス利用者協議会

平成29年度まちカツポスターセッション
ベストプレゼンたま賞受賞

　詳細：https://fmat.jp

7

まち協及び区内のイベント情報（4月～６月）

※ イベントの内容は変更になる場合があります。

10時～

13時～

生田緑地ばら苑開放　＠生田緑地ばら苑　 5月中旬

アユ釣り解禁    ＠多摩川

平成30年度多摩区まちづくり協議会・総会
＠多摩区総合庁舎１１階会議室

　4/１（日）

　4/１（日）

　6/１（金）

11時～　4/7  （土）

正午～　6/20  （水）

第４４回桜まつり　＠宿河原八幡宮

第６回台和さくらまつり 

第14回多摩川桜のコンサート 

たまアトリウムコンサート

5/23（水）
18時～

●   ●   ●   まちづくり協議会のイベント ●   ●   ●  

●   ●   ●   多摩区内のオススメイベント ●   ●   ●  

ま ち カ ツ 活 動 団 体 ま ち カ ツ 活 動 団 体

＠村山商店街から一本圦橋まで

＠二ヶ領せせらぎ館前広場

＠区役所１階アトリウム

新

子育て
支援
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